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観光庁が発表している「訪日外

国人消費動向調査」をみると、日

本を訪れる外国人は 2013 年に初

めて１千万人を超えた。以降、順

調に増加し直近の 15 年では

1,974 万人と 13 年からほぼ倍増

となった。 

これに比例するかたちで、イン

バウンド消費も大きく増加。14

年には２兆円を超え、15 年には

初の３兆円超えとなった。 

消費を国籍別にみると中国の

構成比が大きく上昇している。従

前より消費全体の４分の１程度

を中国が占めていたが、直近の

15 年では、消費額１兆 4,174 億

円、構成比は 40.8％と４割を超

えた。１人当たりの消費額を費目

別にみると、中国は「買物代」が

突出して高く、全体平均の倍以上

となっており、中国人の高い購買

欲がうかがえる。 

インバウンド消費は国内の実

質ＧＤＰを 0.2％押し上げたと

みられ伸び悩む個人消費のけん

引役といえる。 

 

 

インバウンド（訪日外国人旅行） 
 

平成 28年３月         

㈱しがぎん経済文化センター  

産業・市場調査部 吉川 

 

政府は成長戦略の一つの柱として「観光立国推進」をテーマに掲げ、各種の施策を行ってきた。

ビザ発給要件の緩和などの施策に、ＬＣＣ（格安航空会社）の就航数増加や円安などの要因も加

わり訪日外国人は大幅に増加している。観光庁が発表した 2015年訪日客年間累計は 1,974万人

と、2,000万人にあと一歩のところまで迫った。また、訪日外国人の増加は消費の面で大きな効

果をもたらし、15年のインバウンド消費は初の３兆円を超えた。 

インバウンドの好調に旅行者の国内回帰も加わり観光産業は数少ない成長産業として全国各

地で誘致策が展開されている。今回は、「観光産業」の中でもインバウンドに焦点を当て全国、

県内の状況を検証していきたい。 

 

 

絶好調のインバウンド消費 高まる中国の存在感 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額と構成比

 
 

観光庁：訪日外国人消費動向調査より抜粋 

旅行消費額と訪日外国人旅行者数の推移
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【滋賀県全体の動向】 

 

入込客数、延べ宿泊者数ともに大きく増加 
 

 延べ観光入込客数は 11年に大河ドラマ「江～姫たちの戦国」の影響により過去最高 4,735万

7,300人を記録。翌年は落ち込んだものの、以降、順調に増加し 14年は 4,632万 8,600人と 11

年の水準に迫った。15年は未発表であるも 11年を超える公算が高いとみられる。 

 延べ宿泊者数は 11年のピークから 13年まで２年連続で減少となったものの、14年から反転。

15年は過去最高となる 540万 9,020人と、初めて 500万人を超えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：滋賀県観光入込客統計調査 

出所：宿泊旅行統計調査 

滋賀県観光入込客数統計調査（14年基準） 

宿泊旅行統計調査（15年基準） 
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地域別シェアは入込客数、宿泊者数ともに大津がトップ 

宿泊客数シェアは大津が４割に迫る 大阪・京都からの流入要因か 

 
入込客数の地域別のシェアをみると、大津地域がトップの 25.9％と４分の１を超えた。次い

で、湖北 19.7％、東近江 15.3％が続いた。 

宿泊者数の地域別シェアではこちらも大津地域がトップの 39.6％と４割に迫った。次いで湖

北 18.3％、湖南 10.3％が続いた。入込客数のシェアおよび地域別の順位を比較すると、大津が

更にシェアを高めているのは大阪・京都からの流入要因と考えられる。 
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出所：滋賀県観光入込客統計調査 
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【滋賀県内の訪日外国人の動向】 

 

入込客数、延べ宿泊者数ともに大きく増加 

15年の延べ宿泊者数は倍増 

 

 外国人延べ入込客数の推移をみると、11年の 12万 5,628人をボトムとして以降、一貫して増

加を続け直近の 14 年は 28 万 2,940 人と、11 年との比較では倍以上となった。年々、増加率は

高まる傾向にある。 

 延べ宿泊者数についても同様の動きをみせている。直近の 15年では 46万 4,080人となった。

対前年比は 23 万 3,330 人増で増加率は 101.1％となった。この増加率は全国でもトップクラス

の水準となっている。 

 延べ宿泊者数に占める外国人の割合は 8.6％と、年々高まる傾向にあるものの依然１割弱であ

り、全国（13.1％）や近隣の京都（25.7％）、大阪（30.2％）と比較すると低位であり今後も伸

びる余地はあるものとみられる。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県観光入込客数統計調査（14年基準） 

宿泊旅行統計調査（15年基準） 
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出所：滋賀県観光入込客統計調査 

出所：宿泊旅行統計調査 
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国籍別では台湾がトップ 

 

 外国人延べ宿泊者数を国籍別にみると、台湾がトップの 13万 5,490人となった。全体に占め

る割合は 35.6％と４割に迫る水準だ。次いで、中国 9 万 7,990 人（構成割合 25.8％）、韓国 2

万 9,550人（7.8％）、香港 2万 5,540人（6.7％）が続いた。東アジア圏からの訪日外国人が４

分の３を超えた。 

 全国との比較では、より東アジア圏からの割合が高く、中国よりも台湾が上回っているのが特

徴だ。 
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目的別では「その他」がトップ 宿泊目的が要因とみられる 

 

 滋賀県を訪れる外国人の訪問目的をみると、「その他」が 49.7％とトップ。約５割となった。

次いで、「歴史・文化」（22.1％）、「温泉・健康」（16.3％）が続いた。宿泊を目的とする場合は

「その他」に分類されることから割合が高まったものと考えらえる。 

東アジア圏からの訪日客は「買物」を目的とすることが多いといわれているが、「都市型観光

（買物・食等）」は 1.7％に留まっている。また「歴史・文化」は一定の割合となっているもの

の、「自然」「行事等・イベント」は極端に少なくなっており琵琶湖に代表される滋賀県の魅力が

認知されていない証左といえよう。 

国籍別で最も高い構成割合となった台湾では温泉が文化として根付いており、目的別で「温

泉・健康」が高くなっているのが滋賀県の特徴といえる。 
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出所：滋賀県観光入込客統計調査 

参考 日本人 
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【県内でのインバウンド増加に向けた取組みおよび先進事例】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政主導による県内事業者向けのセミナー開催事例 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 1 月に「滋賀 FreeWi-Fi 推進協議会」設立。 

公共施設等からの運用開始であったが、現在では民間施設へ

の普及が急速に進んでいる。 

外国人旅行者が強く求めるものがネット環境の整備であり、

県内各地で整備が進む。 

協議会等の開設の動き 

 

近江八幡版 DMO構想推進会議（近江八幡市） 

⇒1月 26日に、「近江八幡版 DMO構想推進会議（平成 27年度第 1回）」を開催。具体的施策

については今後。 

近江インバウンド推進協議会（彦根市） 

⇒彦根市や近江八幡市などの湖東にインバウンドの取込みを目的とし設立。会長には彦根商

工会議所会頭が就任。行政も支援方針。 
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外国人に特化した農村体験ツアー（大津市） 

事業主体：㈱ＢＳＣインターナショナル 

地元伝統野菜を使用した外国人向けの純和風懐石料理 

事業主体：里湯昔話 雄山荘（大津市） 

近畿農政局 先進事例集より抜粋 
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農作業と田舎暮らしを体験できる民泊事業（東近江市） 

事業主体：ＮＰＯ法人愛のまちエコクラブ 

農家民泊、農業体験旅行者の受入れ（日野町） 

事業主体：近江日野交流ネットワーク 

近畿農政局 先進事例集より抜粋 



 
 

ＫＥＩＢＵＮ調査研究レポート「インバウンド（訪日外国人旅行）」 

　　　　　  　㈱しがぎん経済文化センター　産業・市場調査部
　　　　　  　〒520-0806　滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが２１　４階
　　　　　 　   http://www.keibun.co.jp/

㈱しがぎん経済文化センター 〒520-0041 大津市浜町1-38
TEL : 077-526-0005 FAX : 077-526-3838 URL:http://www.keibun.co.jp/

  10 / 10 

 

インバウンド増加による地域活性化に向けて 

 
 政府が観光立国を目標として戦略的に行ってきた各種の施策に円安等も相まって、全国的にイ

ンバウンドが増加し過去最高の水準になっている。これを受け新たに政府では、「明日の日本を

支える観光ビジョン構想会議」において以下の新たな施策案および目標を発表し各種の具体的な

施策を実行していく予定である。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 滋賀県内においても全国的な流れを受けて訪日外国人は急増しているものの、これまでみて

きた通り、宿泊者の地域別構成割合は京阪神のアクセスが良い大津および南部地域に偏重し、

また旅行目的でも宿泊を目的としたものが多いと考えられることから、実態面では京都、大阪

からの流入要因が大きいとみられる。訪日外国人旅行者の滋賀県が持つ豊かな観光資源への認

知度は未だ低いものと考えられる。 

 滋賀県の現状を認識した上で、Wi-fi 環境の整備や多言語対応、インバウンド向けのメニュー

開発等、受入体制を整えつつ、ＳＮＳの活用等の様々な手法を使った情報発信で、滋賀県の認

知度と上げていくのが必要と考えられる。 

 県内のインバウンドは急増しているものの、絶対数は全国比較では少なく、伸びしろは十分

である。京阪神や東海圏へのアクセスの良さや琵琶湖に代表される豊かな観光資源等、インバ

ウンドを呼び込む素地は十分であり、各種の施策が奏功し観光産業が県内経済のけん引役とな

ることを期待したい。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

明日の日本を支える観光ビジョン（案） 


